「地震及び火山噴火予知のための観測研究計画」実施計画
	課題番号：１６０２


（１）実施機関名：東京工業大学火山流体研究センター
（２）研究課題（または観測項目）名：水蒸気爆発発生場における火山性流体の化学組成と比抵抗構造のモニタリング
（３）最も関連の深い建議の項目：

2.(2-2)ア．マグマ上昇・蓄積過程
（４）その他関連する建議の項目： 
（５）平成２０年度までの関連する研究成果（または観測実績）の概要：
火山ガス組成や湯釜湖水の組成などの化学的な定常的観測データに基づいた熱水系のモデル化が進んだ．これと同時に電磁気学的観測によって火口直下及びその近傍の火山性流体の分布が明らかにされた．水蒸気発生場における火山性流体の挙動の詳細を明らかにし，それと同期する水蒸気爆発場の地下の構造や状態の時間変化を捉える必要がある．
（６）本課題の５ヶ年の到達目標：

本計画の目標は火口湖の湖水及び噴気ガスの組成・放出量を繰り返し観測し，電磁気学的観測と併せて水蒸気爆発場の流体・ガスのダイナミクスを明らかにすることにある．
（７）本課題の５ヵ年計画の概要：

平成21年度　湯釜湖水と噴気ガスの組成・放出量の観測手法の検討と電磁気の繰り返し観測システムの構築準備

平成22年度　湯釜湖水と噴気ガスの組成・放出量の観測，湯釜近傍における電磁気の繰り返し観測システムの構築

平成23年度　湯釜湖水と噴気ガスの組成・放出量の観測，湯釜近傍における電磁気の繰り返し観測システムの運用

平成24年度　湯釜湖水と噴気ガスの組成・放出量の観測，湯釜近傍における電磁気の繰り返し観測システムの運用

平成25年度　湯釜湖水と噴気ガスの組成・放出量の観測，湯釜近傍における電磁気の繰り返し観測システムの運用
（８）実施機関の参加者氏名または部署等名：

東京工業大学火山流体研究センター　野上健治　小川康雄　大場武

共同研究機関

京都大学防災研究所　神田　径、産業技術総合研究所　森　健彦
（９）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先

部署等名：東京工業大学火山流体研究センター

電話：03-5734-2515

e-mail：knogami@ksvo.titech.ac.jp
URL：http://www.ksvo.titech.ac.jp/
（10）この研究課題（または観測項目）の連絡担当者
　　　氏名：野上健治

　　　所属：東京工業大学火山流体研究センター

　　　電話：03-5734-2515

　　　FAX ：03－5734－2492
e-mail：knogami@ksvo.titech.ac.jp









